
11N
o

.733

広
報
し
い
ば

（
撮

影
：

平
成

２
６

年
１

０
月

４
日

　
椎

葉
村

村
制

施
行

１
２

５
周

年
記

念
式

典
）

先
人

の
偉

業
に

想
い

を
馳

せ
未

来
へ

進
む
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▲ひえつき節、「夢中人」（みんなが椎葉村に夢中になるという意味）、椎葉の山々、八村杉が書かれています

　

明
治
22
年
５
月
１
日
の
村
制
施
行
に
よ

り
、
下
福
良
村
、
不
土
野
村
、
大
河
内

村
、
松
尾
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
「
椎

葉
村
」。
今
年
で
１
２
５
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
10
月
４

日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
で
「
椎
葉
村
村
制
施

行
１
２
５
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
10
人
の
村
政
功
労
者
の
表

彰
や
、
近
年
の
出
来
事
を
振
り
返
る
映
像

を
上
映
し
、
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
今
後

の
村
政
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
公
演
と
し
て
「
書
と
二
胡 

悠
久
の
響
演
～
椎
葉
村
の
未
来
に
贈
る

～
」
と
題
し
、
中
国
の
弦
楽
器 

二
胡
の

演
奏
と
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

故 

椎
葉 

正
雄 

様

　

自
治
功
労
者（
元
村
長
）

故 

中
瀬 

髙
住 

様

　

自
治
功
労
者（
前
村
長
）

那
須 

朝
光 

様（
夜
狩
内
）

　

自
治
功
労
者（
区
長
、
公
民
館
長
）

那
須 

宗
則 

様（
古
枝
尾
上
）

　

産
業
・
文
化（
農
業
委
員
、神
楽
保
存
会
）

黒
木 

守 

様（
仲
塔
）

　

産
業（
農
業
委
員
）

椎
葉 

高
達 

様（
横
野
）

　

産
業（
林
業
）

那
須 

登 

様（
鹿
野
遊
）

　

社
会（
民
生
委
員
）

鹿
瀨 

美
千
代 

様（
春
岩
尾
）

　

社
会（
民
生
委
員
）

尾
前 

善
心 

様（
鶴
ノ
平
）

　

社
会（
交
通
安
全
協
会
）

椎
葉 

順
一 

様（
本
郷
）

　

文
化（
神
楽
、
臼
太
鼓
保
存
会
）

村
政
功
労
者
表
彰

▲受賞された皆さん、
　おめでとうございます。
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椎
葉
村
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
写
真
で

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

▲工事中の上椎葉バイパス（平成5年10月開通）

▲桑弓野から上椎葉に移転当時の
役場庁舎（大正４年４月移転）

▲

書
道
家
　
矢
部 

澄
ち
ょ
う
し
ょ
う
翔 

さ
ん

▲

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
書
道

▲

二
胡
奏
者
　
野の

津づ

原は
ら 

光
代 

さ
ん

▲建設中の上椎葉ダム
　（昭和30年5月26日完成）

▲置村100年記念式典開催
　（平成元年11月4日）

▲ドラム　香月 宏文 さん　  ベース　坂元 陽太 さん
　ピアノ　今村 さつき さん

▲出席者も思い思いにメッセージを
　書きました

▲互いの呼吸を合わせた見事な
　パフォーマンス

▲台風14号による甚大な被害（平成17年9月6日）

★
記
念
公
演
で
書
か
れ
た
書
道
作
品

は
、
役
場
３
階
の
議
場
前
廊
下
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
役
場
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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当
団
体
は
、
過
疎
化
に
よ
り
美
し
い
景

観
や
文
化
を
有
す
る
農
山
村
の
存
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
れ
ら
を
未

来
へ
守
り
、
残
し
て
い
こ
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。
団
体
設
立
の
模
範
と
な
っ
た
の

が
、「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
美
し
い
村
」活
動
で
、

そ
の
取
り
組
み
は
世
界
で
評
価
さ
れ
、
現

在
は
日
本
の
他
に
、イ
タ
リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
、

カ
ナ
ダ
な
ど
へ
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
椎
葉
村
と
福
島
県
大
玉
村
の

２
村
が
加
わ
り
、
現
在
、
全
国
で
55
町
村

が
加
盟
。
ど
の
加
盟
町
村
も
過
疎
と
い
う

問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
懸
命
に
自
分
た
ち

の
地
域
を
守
っ
て
い
こ
う
と
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
町
村
と
連
携
す
る
こ

と
は
、
本
村
に
良
い
影
響
を
得
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
盟
に
際
し
て
は
、
首
長
の
考

え
方
や
地
域
資
源
な
ど
に
対
し
厳
し
い
審

査
が
あ
り
、
加
盟
後
も
５
年
お
き
に
取
組

に
対
し
て
再
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

の
た
め
、
村
づ
く
り
に
対
し
て
常
に
高
い

意
識
を
保
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
２
日
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
本
村
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
椎
葉
村
に
素
晴
ら
し
い
景
観
や
文
化
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
村
民
が
再
認
識
し
、
誇
り
を
持
っ
て
こ
の
美
し
い
村

を
未
来
へ
守
り
、
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

　
　
　
　
　
　
連
合
と
は

▲たくさんの町村が加盟しています▲役場玄関にロゴマークが設置されました

地域振興課からのお知らせ

美
し
い
村

『
椎
葉
村
』を
未
来
へ

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
で
は
、

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
支
援
し
て
い
た

だ
け
る
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
正
会
員
に
な
る
と
、
総
会
で
の
議

決
権
や
有
償
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
商
品
な
ど

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
年
会

費
は
10
万
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
３

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
３
１

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

▲映像で椎葉神楽などを紹介

地域振興課からのお知らせ
　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加

盟
す
る
た
め
に
は
、
厳
し
い
加
盟
基
準
を

満
た
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
準
は
、
人
口
が
お
お
む
ね
１
万
人
以

下
で
、
生
活
の
営
み
に
よ
り
作
ら
れ
た
景

観
、
豊
か
な
自
然
や
自
然
を
活
か
し
た
村

の
環
境
、昔
な
が
ら
の
祭
り
や
郷
土
芸
能
、

建
築
物
な
ど
の
文
化
の
い
ず
れ
か
２
つ
以

上
の
地
域
資
源
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

本
村
が
承
認
を
受
け
た
地
域
資
源
は
、

①
椎
葉
神
楽
、
②
焼
畑
、
③
十
根
川
地
区

の
集
落
景
観
の
３
つ
で
す
。
本
村
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
で
の
地

域
資
源
の
定
義
は
「
人
々
の
生
活
の
営
み

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
景
観
、
環
境
、

文
化
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
述

の
内
容
が
地
域
資
源
と
し
て
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

承
認
を
受
け
た
地
域
資
源

自主放送（11ch）で
データ放送が開始されます!

インターネットに加入しませんか!

  １１月２１日午後１時から、自主放送（11ch）
でデータ放送が開始されます。民放が実施して
いるデータ放送と同様に、緊急情報、週の行事
予定、村内の道路情報、役場からのお知らせな
ど、ほしい情報が見たい時に、リモコンの操作
一つで取得できるようになります。操作方法に
ついては、マニュアルを各世帯に配布しますの
で、操作の仕方がわからない場合は参考にして
ください。ご不明な点は、地域振興課 企画情
報グループまでお問い合わせください。

　平成２２年４月に供用開始した椎葉村「かて～り
ネット」。
　テレビ、告知端末による行政放送やインターネットを
提供しており、村民の皆さんの生活に不可欠なインフラ
として定着しています。その中でも、インターネットの
加入者は年々増加しており、供用開始当初は２００件ほ
どだった加入者数が、今では３００件を超えています。
★インターネット料金
　月額３, ５００円
　（プロバイダ込み・メールアドレス 1 つ付与）
★使うと便利！

　インターネットを使うとさまざまな情報を取得で
き、インターネットテレビ電話（スカイプ等）で、遠
くにいる人と顔を見ながら話ができるアプリケー
ションも普及しています。

★いろいろと不安･･･ でも大丈夫！
　インターネットと聞くと、ウィルス感染やワンク
リック詐欺などを心配される人もいると思います
が、パソコンにセキュリティソフトをインストール
することで、これらの問題を未然に防ぐことができ
ます。また、インターネットの接続方法がわからな
い場合、ご連絡いただければご自宅に訪問し、接続
を行うこともできます。インターネットに関するご
不明な点は地域振興課にお問い合わせください。

■問い合わせ先　地域振興課 企画情報グループ　☎６７－３２０３　無料☎７６７－００３１



Public Relations of  SHIIBA 62014（H26）11月号

国庫支出金
11億7,273万円
（17.6％）

地方譲与税
1億275万2千円
（1.5％）

交付金
4,444万3千円
（0.7％）
・利子割交付金
・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金など

民生費
5億1,602万
　　　9千円
　　　（8.4％）

議会費
6,813万8千円
（1.1％）

総務費
13億5,837万7千円
（22.1％）

衛生費
5億5,786万
　　　3千円
　　　（9.1％）

農林水産業費
8億2,760万5千円
（13.4％）

商工費
9,462万1千円
（1.5％）

労働費
69万1千円
（0.0％）

土木費
9億1,391万5千円
（14.9％）

消防費
1億441万円
（1.7％）

教育費
9億5,222万円
　　　（15.5％）

災害復旧費
9,243万6千円
（1.5％）

公債費
6億6,452万8千円
（10.8％）

歳出
61億5,083万3千円

村税
4億3,311万円
（6.5％）

村債
8億5,571万7千円
（12.8％）

県支出金
4億3,040万5千円
（6.4％）

諸収入
1億8,253万9千円
（2.7％）

地方交付税
29億4,765万9千円
（44.1％）

その他
5億1,241万8千円
（7.7％）
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・繰入金など

歳入
66億8,177万3千円

依

存
財
源

自主財
源

　村税・分担金および負

担金・使用料および手数

料など、自治体が自主的

に収入しうる財源のこと

をいいます。

自主財源とは

　地方交付税・国庫支出金な

ど、国や県から交付を受けた

収入をいいます。

依存財源とは

（単位：千円）

■国民健康保険　歳入　485,217

　　　　　　　　歳出　477,408

■簡易水道　　　歳入　516,859

　　　　　　　　歳出　516,488

■国民健康保険病院

　　　　　　　　歳入　538,236

　　　　　　　　歳出　526,335

■電気　　　　　歳入　26,497

　　　　　　　　歳出　34,809

■介護保険　　　歳入　357,888

　　　　　　　　歳出　351,084

■後期高齢　　　歳入　80,720

　　　　　　　　歳出　80,648

■ケーブルネットワーク

　　　　　　　　歳入　63,059

　　　　　　　　歳出　62,582

※（　　％）は構成比

我が家の家計簿
（椎葉村の財政状況）

平成２５年度の決算を報告します。

【特別会計】

国庫支出金
11億7,273万円
（17.6％）

地方譲与税
1億275万2千円
（1.5％）

交付金
4,444万3千円
（0.7％）
・利子割交付金
・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金など

民生費
5億1,602万
　　　9千円
　　　（8.4％）

議会費
6,813万8千円
（1.1％）

総務費
13億5,837万7千円
（22.1％）

衛生費
5億5,786万
　　　3千円
　　　（9.1％）

農林水産業費
8億2,760万5千円
（13.4％）

商工費
9,462万1千円
（1.5％）

労働費
69万1千円
（0.0％）

土木費
9億1,391万5千円
（14.9％）

消防費
1億441万円
（1.7％）

教育費
9億5,222万円
　　　（15.5％）

災害復旧費
9,243万6千円
（1.5％）

公債費
6億6,452万8千円
（10.8％）

歳出
61億5,083万3千円

村税
4億3,311万円
（6.5％）

村債
8億5,571万7千円
（12.8％）

県支出金
4億3,040万5千円
（6.4％）

諸収入
1億8,253万9千円
（2.7％）

地方交付税
29億4,765万9千円
（44.1％）

その他
5億1,241万8千円
（7.7％）
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・繰入金など

歳入
66億8,177万3千円

依

存
財
源

自主財
源

※（　　％）は構成比

【一般会計】
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平成２５年度椎葉村財政健全化判断比率について

平成２５年度椎葉村公営企業会計における資金不足比率について

　平成 25 年度一般会計の決算額
は、歳入 66 億 8,177 万 3 千円（前
年比 23.0％増）に対し、歳出 61 億
5,083 万 3 千円（前年比 26.3％増）
となり、歳入歳出差引額は 5 億
3,094 万円で、翌年度繰越財源の
1 億 9,310 万 6 千円を除く実質収
支は 3 億 3,783 万 2 千円の黒字と
なりました。
　決算の特徴として、歳入歳出と
もに前年度より大幅な増額となり
ました。主な要因に、国の大型補
正による大規模事業が前年度末に
相次いで採択されたことで、例年
以上の繰越額となったこと、さら
に特別交付税の配分額が大幅に伸
びたことがあげられます。

■財政力指数　0.16（前年 0.17）
　市町村の財政力を示す指数。１に近いほど普通交付税算定上の
保留財源が大きく、財源に余裕があります。
■経常収支比率　75.9％（前年 76.0％）
　財政構造の弾力性を測定する指標。この比率が低いほど新たな
行政需要に弾力的に対応し、経済変動にも的確に対処することが
容易になります。
■実質公債費比率　10.8％（前年 11.3％）
　自治体収入に対する借金返済額の比率。従来の起債制限化比率
には反映されなかった一般会計から特別会計への繰り出し金も含
まれ、自治体の財政実態をより正確に把握できます。18％以上に
なると、新たに地方債を発行して借金をする際、財政運営計画を
立てて国や都道府県の許可が必要となります。25％以上になる
と、単独事業の地方債が一部認められなくなり、起債制限団体と
なります。
■積立金現在高　42 億 3,844 万 1 千円
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てたもの。また
は定額の資金を運用するために設けられているもののことです。

決算の概要財政状況と用語の説明

健全化判断基準 平成２５年度 早期健全化判断基準

①実質赤字比率 － 　１５．０％

②連結実質赤字比率 － 　２０．０％

③実質公債費比率 １０．８％ 　２５．０％

④将来費負担比率 　０．１％ ３５０．０％

　※①と②は実質収支が黒字であったため、該当しませんでした。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

国民健康保険病院事業会計 － ２０．０％

簡易水道事業会計 － ２０．０％

電気事業会計 － ２０．０％

　※すべての公営企業会計で資金不足はありませんでした。
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椎葉平家まつり2014　特産品コンテスト
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
村

内
27
の
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
椎
葉

神
楽
。
１
年
を
締
め
く
く
る
各
地
区
の

祭
り
は
、
山
の
暮
ら
し
や
神
へ
の
信
仰

を
表
す
椎
葉
独
自
の
文
化
と
歴
史
が
深

く
刻
ま
れ
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々

の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
各
地
区
で
、
太
鼓
や
笛
、
祭

囃
子
が
響
き
渡
り
、
伝
統
の
神
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
神
楽
見
学
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

① 

神
楽
は
、集
落
の
神
聖
な
祭
り
で
す
。

地
元
の
祭
り
に
参
加
す
る
気
持
ち
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

② 

椎
葉
村
で
は
、
１
人
あ
た
り
祭
り
に

供
え
物（
焼
酎
２
升
～
３
升
）か
お
祝

い（
３
～
５
千
円
）を
持
っ
て
い
く
習

わ
し
が
あ
り
ま
す
。

③ 

ビ
デ
オ
や
写
真
撮
影
は
、
ほ
か
の
見

学
さ
れ
る
人
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
前
も
っ
て
保
存
会
や
、

神
楽
宿
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④ 

10
人
以
上
の
団
体
で
見
学
に
行
か
れ

る
予
定
の
人
は
、
前
も
っ
て
保
存
会

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

月 日 神　楽　名 神　楽　宿 代表者 備　　考

11 

月

22日 栗 の 尾 神 楽 栗の尾営農センター 中竹直人 10時～16時
（昼神楽、集落のみ）

22日～23日 栂 尾 神 楽 栂尾神社 黒木照美 18時～翌日10時
（夜神楽）

２３日

畑・鳥の巣神楽 畑神社 椎葉　実 10時～12時
（昼神楽、集落のみ）

村 椎 神 楽 間柏原集会センター 中瀬浩喜 8時～12時
（昼神楽、集落のみ）

財 木 神 楽 財木集会所（財木分校跡） 那須福美 10時～12時
（昼神楽、集落のみ）

奥 村 神 楽 奥村集会センター 那須辰夫 8時～16時
（昼神楽）

29日 合 戦 原 神 楽 合戦原王宮神社 右田健二 18時～24時
（夕神楽）

29日～30日
小崎・川の口神楽 小崎神社 椎葉　眞 19時～翌日4時

（夜神楽）

追 手 納 神 楽 追手納自治公民館 椎葉道生 19時～翌日9時
（夜神楽）

12 

月

６日 大 河 内 神 楽 大河内神社 椎葉賢二 16時～22時
（夕神楽）

６日～７日

嶽之枝尾神楽 嶽ノ枝尾神社 中瀬博光 18時～翌日11時
（夜神楽）

不 土 野 神 楽 不土野生活改善センター 椎葉邦博 19時～翌日8時
（夜神楽）

向山日添神楽 峰越の館（向山日添公民館） 椎葉公之 19時～翌日8時
（夜神楽）

７日
矢 立 神 楽 矢立集会センター 椎葉真吾 17時～22時

（夕神楽）

木 浦 神 楽 木浦神社 那須義美 8時～11時
（昼神楽、集落のみ）

13日 古 枝 尾 神 楽 古枝尾センター 那須宗則 10時～24時
（夜神楽）

13日～14日

上 椎 葉 神 楽 那須　初宅（鶴富屋敷） 椎葉信紘 19時～翌日8時
（夜神楽）

尾 前 神 楽 尾前集会所 尾前秀久 19時～翌日12時
（夜神楽）

大 薮 神 楽 大薮集落センター 高松今朝光 19時～翌日10時
（夜神楽）

14日
水 越 神 楽 水越集会センター 椎葉新年 11時～15時

（昼神楽）

仲 塔 神 楽 仲塔神社 黒木　守 8時～12時
（昼神楽）

20日～21日 向山日当神楽 郷の家（向山日当公民館） 椎葉芳一 19時～翌日７時
（夜神楽）

21日 十 根 川 神 楽 十根川神社 那須良市 9時～11時
（昼神楽、集落のみ）

【未定】若宮神楽・夜狩内神楽・胡麻山神楽

平成26年度　椎葉神楽日程表（平成26年10月10日現在）

椎
葉
神
楽

◎
地
区
に
よ
っ
て
は
、
日
程
の
変
更
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

椎
葉
村
民
俗
芸
能
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
８
２（
68
）７
０
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　


０
９
８
２（
68
）７
０
３
１
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椎葉平家まつり2014　特産品コンテスト
　１０月９日、開発センターで椎葉村産の食材を使った料理コンテストが行われました。今年から新たに
「ジビエ（猪肉・鹿肉）料理」部門が加わり、４部門で５５作品の出展がありました。審査の結果、下記の
作品が入賞しました。（敬称略）

特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▲ふるさと料理人
　藤

とう

 清
せい

光
こう

 さん

▼食文化研究家
　中山 美鈴 さん

　

今
回
の
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
特

別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
藤
清
光
さ
ん

と
中
山
美
鈴
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

お
二
人
は
こ
れ
ま
で
本
村
を
訪
れ
、
ふ
る

さ
と
料
理
の
発
掘
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
後
の
講
演
で
は
、
藤
さ
ん

の
計
量
に
こ
だ
わ
ら
な
い
「
食
べ
た
か
し

こ
」（
食
べ
た
い
だ
け
と
い
う
意
味
）の
話

や
、
中
山
さ
ん
に
よ
る
世
界
最
強
の
ア
ル

カ
リ
性
食
品
「
梅
ぼ
し
」
の
話
な
ど
に
会

場
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

加　工　品

最優秀賞
『よもぎ団子

あん入り』
右田 美佐子

（川ノ口・山ゆり会）

優秀賞
『干し柿ドーナツ』

河野 美津代
（新下松尾・ぎんなん倶楽部）

優秀賞
『そばロール』

椎葉 千保
（桑ノ木原・桑の実会）

椎葉ならでは

最優秀賞
『菜豆腐春巻』

椎葉村青年団女性部

優秀賞
『トマトの羊

よう

羹
かん

』
中瀬 真知子

（竹ノ枝尾日当・まるみ会）

優秀賞
『ゆずそのまんま

ゼリー』
古川 アヤ子
（尾田山中）

しいたけ料理

最優秀賞
『椎茸コロッケ』

山中 澄代
（桑ノ木原・桑の実会）

優秀賞
『つる姫酢豚』

河野 美津代
（新下松尾・ぎんなん倶楽部）

優秀賞
『椎茸のから揚げ

（ミネ子風）』
那須 ミネ子

（松木・グループひえつき）

ジビエ（猪肉・鹿肉）料理

最優秀賞
『鹿肉の燻

くん

製
せい

』
那須 太

（畑鳥ノ巣）

優秀賞
『鹿肉のふりかけ』

河野 美津代
（新下松尾・ぎんなん倶楽部）

優秀賞
『おい鹿チャーシュー』

椎葉 豊香
（本郷・白ゆり会）
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村のできごと
　

10
月
22
日
か
ら
23
日
の
２
日
間
、
高
千

穂
町
で
第
58
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
向
・
延
岡
地
区
の
東
臼

杵
郡
市
代
表
と
し
て
８
頭
が
出
場
し
、
う

ち
２
頭
が
本
村
か
ら
出
場
し
て
健
闘
し
ま

し
た
。 

　

10
月
21
日
、
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
村
内
の

小
学
５
・
６
年
生
が
集
ま
り
陸
上
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

５
年
１
０
０
ｍ

【
男
子
】
甲
斐 

大た
い

成せ
い（
小
崎
）
16
秒
０

【
女
子
】
尾
前 

和の
ど
か（
尾
向
）
16
秒
９

６
年
１
０
０
ｍ

【
男
子
】
蝉
尾 

陸
哉（
松
尾
）
14
秒
８

【
女
子
】
那
須 

怜
佳（
椎
葉
）
16
秒
５

　
　
　
　

岡
村 

美み

桜お

花か（
松
尾
）
16
秒
５

５
年
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

【
男
子
】
椎
葉 

太
一（
椎
葉
）
10
秒
０

【
女
子
】
椎
葉 

爽さ
や

花か（
尾
向
）
10
秒
４

６
年
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

【
男
子
】
尾
前 

明め
い

徳と
く（

椎
葉
）
９
秒
４

　
　
　
　

甲
斐 

崚
太（
松
尾
）
９
秒
４

【
女
子
】
岡
村 

美
桜
花（
松
尾
）
10
秒
３

５
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

【
男
子
】
椎
葉 

太
一（
椎
葉
）
42
ｍ
86

【
女
子
】
椎
葉 
爽
花（
尾
向
）
33
ｍ
93

６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

【
男
子
】
甲
斐 

崚
太（
松
尾
）
54
ｍ
91

【
女
子
】
尾
前 

涼
香（
尾
向
）
31
ｍ
85

５
年
走
り
幅
跳
び

【
男
子
】
椎
葉 

光こ
う

成せ
い（
大
河
内
）
３
ｍ
01

【
女
子
】
尾
前 

和（
尾
向
）
２
ｍ
75

６
年
走
り
幅
跳
び

【
男
子
】
蝉
尾 

陸
哉（
松
尾
）
３
ｍ
64

【
女
子
】
岡
村 

美
桜
花（
松
尾
）
３
ｍ
18

男
子
１
０
０
０
ｍ

【
５
年
】
松
岡 

功か
つ
ひ
と倫（
松
尾
）
３
分
53
秒
12

【
６
年
】
大
﨑 

惇
史（
椎
葉
）
３
分
45
秒
33

女
子
８
０
０
ｍ

【
５
年
】
椎
葉 

爽
花（
尾
向
）
３
分
28
秒
09

【
６
年
】
椎
葉 

愛ほ
の
か果（
松
尾
）
３
分
17
秒
85

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

椎
葉
小
Ａ（
大
﨑
惇
史
・
椎
葉
太
一
・

　

那
須
怜
佳
・
尾
前
明
徳
）
１
分
04
秒
49

　

10
月
21
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遺
族
な
ど
の

関
係
者
が
出
席
し
、
戦
没
者
を
し
の
び
、

改
め
て
恒
久
の
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。 

　

尾
向
小
緑

の
少
年
団
の

緑
の
募
金
活

動
や
地
域
清

掃
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
活

動
が
認
め
ら

れ
、
国
土
緑

化
推
進
機
構

か
ら｢

み
ど
り
の
奨
励
賞
」
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

県
共
進
会
に
出
場

村
小
体
連

　
　
陸
上
競
技
大
会

戦
没
者
追
悼
式

み
ど
り
の
奨
励
賞
受
賞
！

▲東臼杵郡市３類代表
　「しいば232号」（美穂国×福之国×福桜）
　（株）尾前牧場（矢立）

▲東臼杵郡市２類代表
　「ひらはな号」（平忠勝×福之国×福桜）
　花田 勝次 さん（胡麻山） 
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カメラ さんぽ

赤
勝
て
！ 

白
勝
て
！

スポ少秋季大会

耳
川
に
親
し
む
！

「
少
年
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
で
優
秀
賞

　

９
月
28
日
、
村
内
の
小
学
校
で
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
、
村
総
合
運
動
公
園
で
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
秋
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
春
季
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
一

同
に
集
ま
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
【
優
勝
】
尾
向
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
【
２
位
】
松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　
【
３
位
】
杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
【
４
位
】
小
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

○
女
子
バ
レ
ー

　
【
優
勝
】
松
尾
少
女
バ
レ
ー

　
【
２
位
】
椎
小
フ
レ
ン
ズ

○
卓
球

大
河
内
元
気
ッ
ズ
は
椎
葉
中
卓
球
部
と

交
流
試
合

○
剣
道
の
部

　

村
外
大
会
に
参
加

　

10
月
21
日
、
平
寿
園
下
河
川
敷
で
第
３
回

耳
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
椎
葉
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
流

域
の
子
ど
も

た
ち
が
集
ま

り
、
ダ
ム
や

発
電
所
の
見

学
、
水
生
生

物
の
調
査
、

稚
魚
の
放
流

を
行
い
ま
し

た
。

　

10
月
21
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
女
性
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
北
部
教
育

事
務
所
に
よ
る
人
権
講
議
の
ほ
か
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
各
地
区
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
20
日
、
小
崎
小
に
橘
太
鼓
「
響
座
」

の
メ
ン
バ
ー
が
訪
れ
、
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
太

鼓
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
叩
き
方
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
家
庭
の
日
」「
少
年
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
椎
葉
中
１
年
の
黒
木

沙
也
加
さ
ん
が
「
少
年
の
日
」
の
部
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
作
品
は
県
立
図
書
館

で
11
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
少
年
の
日
」
は
毎
月
第
１
土
曜
日
に

非
行
防
止
を
目
的
と
し
た
地
域
活
動
を
推
進

す
る
日
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲

松
尾
小

▲

大
河
内
小

女性パワー炸裂!

小崎小でスクールコンサート
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平成26年12月21日（日）は
宮崎県知事選挙の投票日です！

　任期満了に伴う宮崎県知事選挙が平成２６年１２月２１日に執行されます。

① 選挙権
・日本国民で年齢満２０歳以上（平成６年１２月２２日以前に生まれた人）
・平成２６年９月３日までに転入届をして、引き続き椎葉村に住んでいる人

② 投票所入場券
　上記の条件を満たし、選挙人名簿に登録されている人へ１２月上旬に投票所
入場券が送付されます。投票時に投票所に持ってきてください。
　入場券が届かない場合は選挙管理委員会にお問い合わせください。

③ 期日前投票
　投票日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等などで投票に行けない人は
「期日前投票」ができます。

○ 期日前投票ができる場所　椎葉村役場
○ 期日前投票ができる期間　１２月５日（金）～１２月２０日（土）（土日含む）
○ 時　　　間　午前８時３０分～午後８時
○ 必要なもの　入場券をお持ちください。

　前回（平成２２年１２月２６日執行）の県知事選挙の本
村における投票率は７０．１１％でした。県全体を見れば
高い数値と言えますが、近隣町村（諸塚村・美郷町・西米
良村・五ヶ瀬町）と比べると低くなります。（西米良村は県
内最高の９０．５８％）県知事選挙は私たちの生活に直接
影響する身近な選挙です。忘れずに投票しましょう。

■問い合わせ先　椎葉村選挙管理委員会　☎６７－３２０１　無料☎７６７－００２１
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健
康
だ
よ
り
№205

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
と
は
違
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

発
症
す
る
病
気
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
は
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

感
染
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法
を
身
に
つ
け
、
病
気
に
「
か
か

ら
な
い
」、
周
り
の
人
に
「
う
つ
さ
な
い
」
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
！ 

う
つ
さ
な
い
！

　

一
般
的
に
、
風
邪
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
普
通
の

風
邪
の
多
く
は
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、

く
し
ゃ
み
や
せ
き
等
の
症
状
が
中
心
で
、

全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
発

熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、

重
症
化
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
℃
以

上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
等

全
身
の
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
併
せ
て

普
通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
水
、
せ
き
等
の
症
状
も
見
ら
れ
ま

す
。
幼
児
で
は
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
、
高

齢
者
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
人
で
は

肺
炎
を
伴
う
等
、
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

①
飛
沫
感
染（
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
）

　

感
染
者
の
会
話
や
せ
き
、
く
し
ゃ
み

な
ど
か
ら
放
出
さ
れ
た
し
ぶ
き（
飛
沫
）

に
含
ま
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

こ
の
距
離
は
１
～
２
メ
ー
ト
ル
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

②
接
触
感
染（
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ
て
取
り

込
む
）

　

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
飛
沫
は
、
ド
ア

ノ
ブ
や
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
に
触
れ
た
手
で
目
や
鼻
、
口
に
触
れ

る
こ
と
で
粘
膜
か
ら
体
内
に
侵
入
し
、

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
栄
養
と
休
養

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
免
疫
力
が
弱
く

な
っ
て
い
る
と
感
染
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
食
事
を
摂
り
、
し
っ
か
り
休
養
し
て

体
の
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
手
洗
い
う
が
い

　

外
出
後
や
食
事
の
前
な
ど
、
石
け
ん

を
使
っ
て
手
洗
い
す
る
こ
と
で
ウ
イ
ル

ス
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ま
め
な
う
が
い
も
効
果
的
で
す
。

●
人
ご
み
を
さ
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
始
め
た

ら
、
で
き
る
だ
け
人
の
多
い
と
こ
ろ
へ

の
外
出
は
控
え
る
こ
と
も
予
防
に
な
り

ま
す
。
ど
う
し
て
も
出
か
け
る
と
き

に
は
マ
ス
ク
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
を
受
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
お
く
こ
と
で
、
感
染
し
て
も
病
気

を
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
た
り
、

重
症
化
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
マ
ス
ク
を
つ
け
る

　

不
織
布
製
の
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
せ

き
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、
周
り
の

人
に
う
つ
ら
な
い
よ
う
に
顔
を
そ
ら
し

た
り
、
マ
ス
ク
が
な
い
場
合
は
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
っ
た
り
、
周

り
の
人
へ
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

●
治
っ
て
も
自
宅
療
養
を
す
る

　

熱
が
下
が
っ
た
後
も
、
２
日
程
度
は

人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
熱

が
下
が
っ
て
、
症
状
が
治
ま
っ
た
と
し

て
も
、
２
日
程
度
は
自
宅
療
養
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
症
状
？

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
は
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

う
つ
さ
な
い
た
め
に
は
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砂
糖
を
摂と

り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

砂
糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
和
菓
子
や

ケ
ー
キ
な
ど
は
、
私
た
ち
の
味
覚
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
疲
れ
た
時
の
一
杯
の

甘
い
飲
み
物
は
、
た
ち
ま
ち
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
。
砂
糖
は
私
た
ち
が
活
動
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
あ
り
が
た
い
砂
糖
で
す

が
、
摂
り
す
ぎ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
害
を
も

た
ら
し
危
険
で
す
。

　

砂
糖
に
は
保
存
料
と
し
て
の
働
き
が
あ

る
た
め
、
思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
な
製
品

に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
固
形

ス
ー
プ
の
素
、
ケ
ッ
チ
ャ
ッ
プ
に
は
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
よ
り
も
多
く
砂
糖
が
入
っ
て

い
ま
す
。

　

砂
糖
は
、
消
化
・
吸
収
が
と
て
も
早
い

食
べ
物
で
す
。
素
早
く
ブ
ト
ウ
糖
に
分
解

さ
れ
て
血
管
に
入
る
た
め
、
た
く
さ
ん
摂

る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
血
糖
値
が
高
く
な

り
ま
す
。
す
る
と
、
急
激
に
上
が
っ
た
血

糖
値
を
下
げ
よ
う
と
し
て
、
す
い
臓
か
ら

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
大
量

に
分
泌
さ
れ
る
た
め
、
食
べ
る
前
よ
り
も

血
糖
値
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
落
ち
着
か
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
と
い
っ
た
不
快
な
気
分
に
な
り
、
さ
ら

に
甘
い
も
の
が
欲
し
く
な
る
と
い
う
悪
循

環
が
発
生
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
態
を

「
シ
ュ
ガ
ー
・
ス
ト
レ
ス
」
と
言
い
ま
す
。

　

朝
食
は
甘
い
飲
み
物
と
パ
ン
、
朝
食
を

食
べ
ず
に
お
腹
が
す
い
た
ら
チ
ョ
コ
や

ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
、
疲
れ
る
と
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
に
砂
糖
を
た
く
さ
ん
入
れ

る
、
甘
い
お
や
つ
が
欠
か
せ
な
い
、
料
理

に
必
ず
砂
糖
を
使
う
等
が
あ
て
は
ま
る
人

は
要
注
意
で
す
。

　

ま
た
、
砂
糖
を
摂
り
す
ぎ
た
後
に
分
泌

さ
れ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を

中
性
脂
肪
に
変
え
や
す
く
す
る
働
き
が

あ
る
た
め
、
血
液
中
の
脂
肪
が
増
え
て
血

行
が
悪
く
な
り
、
冷
え
症
の
も
と
に
な
り

ま
す
。

　

甘
い
も
の
自
体
は
、
食
生
活
を
豊
か
に

楽
し
く
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
摂
り
方

を
考
え
て
、
う
ま
く
付
き
合
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
空
腹
時
に
は
砂
糖
を
た
く
さ
ん

摂
ら
な
い
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
の
多
量
分
泌
に
よ
る
「
シ
ュ

ガ
ー
・
ス
ト
レ
ス
」
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

次
に
、
日
頃
か
ら
砂
糖
を
使
っ
た
お
菓

子
や
飲
み
物
は
、
な
る
べ
く
控
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
同
じ
甘
い
も
の
で
あ
れ

ば
、
果
物
や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
ふ
か
し

芋
な
ど
の
方
が
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル

が
豊
富
で
、
血
糖
値
を
急
激
に
上
げ
に
く

い
で
す
。

　

最
後
に
、
砂
糖
の
１
日
あ
た
り
の
摂
取

量
は
、
成
人
で
20
ｇ
以
下
が
目
安
と
な
り

ま
す
。
毎
回
の
食
事
で
ご
飯
や
パ
ン
麺
を

中
心
と
し
た
主
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、

間
食
な
ど
で
砂
糖
を
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

む
し
歯
の
原
因
と
な
る
細
菌
は
、
砂
糖

が
大
好
き
で
す
。
お
菓
子
を
食
べ
た
り
、

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
し
た
後
、
砂
糖
が

口
に
残
っ
て
い
る
と
、
細
菌
は
そ
れ
を
分

解
し
て
酸
を
作
り
ま
す
。
歯
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
酸
で
溶
か
さ
れ
、
歯
に
穴
が
あ
い
て

し
ま
い
ま
す
。お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
、

食
べ
た
後
は
必
ず
歯
磨
き
を
す
れ
ば
虫
歯

は
十
分
予
防
で
き
ま
す
。

○
血
圧
を
上
昇
さ
せ
高
血
圧
を

引
き
起
こ
す

○
血
液
中
の
脂
肪
を
増
や
し
て

動
脈
硬
化
が
進
む

○
そ
の
他
、
心
臓
病
や
糖
尿
病

な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

消
費
さ
れ
な
か
っ
た
砂
糖

中
性
脂
肪
と
し
て

　
　
　

体
に
蓄
積
さ
れ
る

砂
糖
の
摂
り
す
ぎ
は
危
険
！

砂
糖
の

　
摂
り
す
ぎ
に
よ
る
肥
満

摂
り
す
ぎ
に
よ
る
悪
循
環

甘
い
も
の
を
食
べ
る
な
ら

最
大
の
害
は
「
む
し
歯
」

肥
満

生
活
習
慣
病
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期（
11
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
６
期
）

■
納
期
限　

12
月
１
日（
月
）

■
口
座
振
替　

11
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

事
業
主
の
皆
さ
ん 　
　
　

労
働
保
険
の
手
続
き
は　
　

お
済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省

で
は
、11
月
を「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」と
し
、
適
用
促
進
の
広
報
活
動

や
加
入
手
続
き
指
導
に
集
中
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し
て

い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て

適
用
と
な
り
、
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共

職
業
安
定
所
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
等
の
事
務
処
理
が
煩
わ
し

い
と
お
考
え
の
事
業
主
の
人
は
、
厚
生
労

働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
中
小
事
業
主
等

の
団
体
で
あ
る
労
働
保
険
組
合
や
社
会
保

険
労
務
士
に
事
務
処
理
を
委
託
で
き
る
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
労
働
局

　

☎
０
９
８
２（
38
）８
８
２
２

県
民
手
帳
が
販
売
開
始
！

　

10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
度
宮
崎
県
民

手
帳
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
県
民

手
帳
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

毎
年
制
作
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
県
民
手
帳
に
は
、
全
国
で
初
め

て
の
Ａ
Ｒ
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
手
帳

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
と
、
各
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
ま
で
の
直

線
距
離
等
が
表
示
さ
れ
、
音
や
映
像
で
よ

り
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
販
売
価
格　

５
０
０
円

■
掲
載
内
容

県
の
沿
革
・
県
民
歌
・
県
章
・
県
旗
・

県
鳥
・
県
花
・
県
木
・
県
行
政
区
画
図
・

県
内
月
別
行
事
予
定
表
・
平
成
27
年
度

カ
レ
ン
ダ
ー
・
県
内
の
主
な
催
し
・

週
間
カ
レ
ン
ダ
ー
・
メ
モ
欄

■
販
売
場
所

・
椎
葉
村
役
場 

地
域
振
興
課

・
県
内
の
書
店
お
よ
び
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
各
店
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課 
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
３

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
３
１

11
月
は　
　
　
　
　
　
　
　

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
！

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
公
的
年

金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
期
間
最
終
日
の
11
月
30
日
は
「
年

金
の
日
」
と
し
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や

年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
て
未
来
の

生
活
設
計
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対
し
て
、

電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
や

免
除
等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間

事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。
延
岡
年
金

事
務
所
の
委
託
事
業
者
は
「
キ
ャ
リ
ア
リ

ン
ク（
株
）」
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
21
）５
４
２
４

ま
も
な
く
裁
判
員
候
補
者
へ

通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す

　

平
成
27
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
に
、
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）

を
お
送
り
し
ま
す
。

村内のうごき  ●10月１日現在
　男　 1,437人（±0）
　女　 1,427人（－5）
　計 　2,864人（－5）
世帯数 1,180戸（－2）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

　

こ
の
通
知
は
、
平
成
27
年
２
月
頃
か
ら

平
成
28
年
２
月
頃
ま
で
の
間
に
、
裁
判
員

に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前

に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
に
は
調
査
票
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
裁
判
員

候
補
者
の
事
情
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と

が
目
的
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は

ま
ら
な
い
場
合
は
返
送
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
地
方
裁
判
所

　

☎
０
９
８
５（
23
）２
２
６
３

「
新
田
原
エ
ア
フ
ェ
ス
タ　

　
　
　

２
０
１
４
」
開
催
！

　

今
年
も
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
で

「
新
田
原
エ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
期
日　

12
月
７
日（
日
）

■
時
間　

８
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地

■
主
要
イ
ベ
ン
ト

・
基
地
所
属
航
空
機（
戦
闘
機
等
）に
よ

る
飛
行
展
示

・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
曲
技
飛
行

・
陸
海
空
自
衛
隊
機
、
装
備
品
等
の
地

上
展
示

・
ち
び
っ
こ
花
自
動
車
等
各
種
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

■
入
場
料　

無
料

■
駐
車
場

　

基
地
内
に
は
一
般
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臨
時
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ

ス（
有
料
）等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

航
空
自
衛
隊 

新
田
原
基
地

　

第
５
航
空
団
司
令
部
管
理
部 

広
報
班

　

☎
０
９
８
３（
35
）１
１
２
１

福
岡
市
で　
　
　
　
　
　
　

椎
葉
を
ま
る
ご
と
堪
能
！

　

福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
郷
土
芸
能
と

食
の
夕
べ
～
秘
境
椎
葉
を
ま
る
ご
と
堪

能
！
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

椎
葉
の
深
い
山
々
と
清
流
で
育
ま
れ
た

食
材
を
使
っ
た
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
と
郷
土

芸
能
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
夜
限
り
の
椎

葉
の
里
人
と
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日　

11
月
26
日

■
会
場

　

ホ
テ
ル 

イ
ル
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

　

福
岡
市
中
央
区
春
吉
３

−

13

−

１

■
時
間　

19
時
～
21
時

　
　
　
　
（
受
付
：
18
時
30
分
～
）

■
料
金　

一
人
５
，０
０
０
円

■
内
容

椎
葉
の
食
材
を
使
っ
た
フ
ル
コ
ー
ス
料

理
・
椎
葉
神
楽
・
椎
葉
の
民
謡
・
特
産

品
販
売

■
申
込
締
切　

11
月
19
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
１
３
９

　


０
９
８
２（
68
）７
０
３
１

　
　

info@
shiibakanko.jp

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

11
月
18
日
・
12
月
９
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

荒
竹 

晴は
る

樹き 

く
ん

（
下
椎
葉
）
潤
一
・
愛 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

尾
前 

マ
ヨ 

様
（
１
０
２
歳
）

尾　

向
（
水　

無
）

　

下
田 

ハ
ル
エ 

様
（
90
歳
）

松　

尾
（
小
河
内
）

　

下
田 　

子 

様
（
59
歳
）

松　

尾
（
小
河
内
）

　

黒
木 

ミ
チ
子 
様
（
77
歳
）

栂　

尾
（
尾　

崎
）

　　

吉
田 

一
弘 

様
（
胡
麻
山
）

（
故 

吉
田 

満
弘 
様
）

　

尾
前 

ミ
カ
エ 

様
（
水
無
）

（
故 

尾
前 

マ
ヨ 

様
）

　

椎
葉 

国
男 

様
（
横
野
）

（
故 

椎
葉 

安
一 

様
）

　

下
田 

安
行 

様
（
延
岡
市
）

（
故 

下
田 

ハ
ル
エ 

様
）

（
故 

下
田 　

子 

様
）

感想、要望などお書きください。
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戸
籍
だ
よ
り
（
９
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
９
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

２
日　

予
防
接
種（
肺
炎
球
菌
）

３
日　

１
歳
・
２
歳
・
２
歳
６
ヶ
月
児

　
　
　
　

歯
科
健
診

４
日　

県
知
事
選
挙
告
示

　
　
　

１
月
期
子
牛
村
品
評
会

５
日　

特
設
人
権
相
談

９
日　

行
政
相
談

　
　
　

村
議
会
定
例
会（
～
10
日
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
・
日
脳
）

12
日　

成
牛
市

16
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

19
日　

１
月
期
子
牛
郡
共
進
会

21
日　

県
知
事
選
挙
投
開
票

　
　
　

家
庭
の
日

23
日　

天
皇
誕
生
日

24
日　

小
中
学
校
２
学
期
終
業
式

26
日　

仕
事
納
め

12
月
の
主
な
行
事

さわやかな風を感じながら、あなたも上椎葉街道
を走りませんか？
毎年恒例のとびがち大会が次のとおり開催されます。

■期日　１１月２３日（日）　小雨決行
■会場　役場横駐車場（上椎葉）
■時間　受付　　　　　８時３０分～
　　　　開会式　　　　９時１５分～
　　　　スタート　　　１０時００分～
　　　　昼食・閉会式　終了次第～
■部門

○低学年の部（小学生１～３年生男女）1,000ｍ
○高学年の部（小学生４～６年生男女）2,000ｍ
○一般の部（中学生～大人）　　　　　5,000ｍ
○駅伝の部（一般・学生）            　　５区間9.8㎞

■参 加 費　１人５００円（保険料、昼食代）
■申込期限　１１月１４日（金）
■申込方法　下記または椎葉村民ブログ「フロリッ

シュ」から申込みください

■申込・問合わせ先
　椎葉村役場教育委員会内
　椎葉村青年団事務局
　☎０９８２−６７−２８５０

とびがち大会が開催されます!
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無
事
に
１
２
５
周
年
記
念
式
典
が
終
わ
り
ま

し
た
。
▼
ほ
っ
と
し
て
い
る
の
も
つ
か
の
間
、

台
風
19
号
が
襲
来
▼
上
陸
前
の
勢
力
の
強
さ
と

進
路
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
村
内
で
大
き
な

被
害
を
出
さ
ず
に
通
り
過
ぎ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
も
う
す
ぐ
平
家
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
動
き
回
っ
て
写
真
を
撮
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
ア
キ
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
椎
葉
村
が
誕
生
し
て
か
ら
１
２
５
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
式
典
の

準
備
で
昔
の
写
真
や
年
表
を
見
て
い
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
も
の
・
出
来
事

が
積
み
重
な
っ
て
今
の
椎
葉
村
の
姿
が

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
昔
話
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『村制施行１２５周年記念式典』

　

諸
塚
神
楽
は
、
平
成
５
年
に
国
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
戸
下
・
南
川
・

桂
の
３
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
桂
神
楽
は
数
年
に
一
度
し
か
奉
納

さ
れ
ず
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
の
夜
神
楽
奉

納
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
諸

塚
神
楽
を
見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所
・
期
日

　
【
戸
下
神
楽
】
荒
谷　

戸
下
地
区

　
　

１
月
24
日（
土
）～
25
日（
日
）

　
【
南
川
神
楽
】
南
川　

松
原
地
区

　
　

１
月
31
日（
土
）～
２
月
１
日（
日
）

　
【
桂
神
楽
】
立
岩　

諸
塚
神
社

　
　

２
月
28
日（
土
）～
３
月
１
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諸
塚
村
役
場 

企
画
課

　

☎
０
９
８
２（
65
）１
１
１
６

　

諸
塚
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２（
65
）０
１
７
８

諸
　
塚
　
村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

『
諸
塚
神
楽
』

選
評
・
福
島 

満
子 

先
生
　

《
特
選
》

用
済
み
の
案
山
子
積
ま
れ
て
帰
り
け
り　

	

那
須　

正

［
評
］
稲
が
実
っ
て
く
る
と
稲
雀
が
群
が
っ
て
稲
穂
を
荒
ら
し
始
め
る
。
稲
を
守
る

た
め
に
あ
ち
こ
ち
の
田
ん
ぼ
に
案
山
子
が
立
て
ら
れ
る
。
鳥
威
し
の
命
を
受

け
て
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
が
ん
ば
っ
た
案
山
子
。
魂
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
那
須
さ
ん
の
句
に
「
案
山
子
積
ま
れ
て
帰
り
け
り
」
と
あ
る
。
用
済

み
に
な
っ
た
の
に
車
に
積
ん
で
一
緒
に
帰
っ
た
。
な
ん
だ
か
案
山
子
と
情
が

通
っ
て
い
て
温
か
い
。
歳
時
記
の
例
句
に
「
豊
作
の
田
よ
り
案
山
子
を
抱
き

帰
る
」
と
あ
る
。
二
つ
の
句
に
相
通
じ
る
心
情
が
流
れ
て
い
る
。

水
澄
み
て
稚
魚
の
群
な
す
岸
覗
く	

中
瀬　

汀

［
評
］
秋
の
水
は
夏
の
生
温
か
な
水
に
比
べ
る
と
冷
た
く
引
き
締
ま
っ
て
い
る
。
澄

み
切
っ
て
冴
え
冴
え
と
感
じ
る
。
鏡
の
よ
う
に
透
け
て
見
え
る
の
も
空
気
が

澄
ん
で
い
る
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
中
瀬
さ
ん
は
戸
外
で
の
吟
行
句
を
多
く

作
ら
れ
て
い
る
。
今
回
も
川
岸
を
歩
き
、
稚
魚
の
群
を
見
つ
け
句
材
に
さ
れ

て
い
る
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
魚
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
水
底
の
パ
ノ
ラ
マ
の

世
界
を
覗
か
れ
た
の
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
。
俳
句
は
「
自
然
」
を
命
と

し
て
生
ま
れ
る
十
七
字
の
詩
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

雑
魚
を
裂
く
母
の
指
先
弾
み
お
り	

西
村　

サ
ヨ
子

［
評
］
種
子
島
で
は
九
月
か
ら
解
禁
と
な
る
「
き
び
な
ご
」
も
雑
魚
と
呼
ば
れ
人
気

の
食
材
だ
と
聞
く
。
初
秋
の
頃
に
旬
を
迎
え
、
量
も
多
く
味
も
良
い
。
魚
屋

の
店
先
に
並
ぶ
雑
魚（
き
び
な
ご
）は
全
長
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
銀
白
の
帯
が
あ

り
、
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
て
存
在
感
が
あ
る
。
サ
ヨ
子
さ
ん
は
、
お
母
さ

ん
の
裂
く
様
子
を
「
母
の
指
先
弾
み
お
り
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
中
七
と

下
五
の
表
現
の
巧
み
さ
で
こ
の
句
が
新
鮮
さ
に
あ
ふ
れ
生
き
て
い
る
。

《
佳
作
》

鹿
笛
を
遠
く
に
聞
き
て
忌
日
か
な

山
本　

和
枝

軒
先
に
布
団
ポ
カ
ポ
カ
日
を
浴
び
て

中
瀬　

ヤ
ス
エ

御
嶽
山
噴
火
悲
し
き
秋
と
な
り

黒
木　

八
重
子

白
髪
を
き
れ
い
と
言
わ
れ
米
寿
秋

佐
方　

鶴
子

嵐

ゆ

く

浮

雲

下

に

名

月

の

山
中　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
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　いよいよ秋のイベントPR活動を開始！！９月20日～21日は、ヒュー
マンアカデミー福岡校のイベントに参加しました。10月に入ると、
４日の ｢村制施行125周年記念式典｣ で出席者をお出迎え、６～７
日はミス鶴富姫と福岡県の報道機関を訪問して平家まつりのPR、８
日はメディキット県民文化センターで開催された ｢JA女性部県おも
と部員の集い｣ に参加し、椎葉村のJA女性部員の皆さんとひえつき
節を披露しました。15日は ｢肥後五十四万石！秋まつりin湧々座｣ で大河内神楽の皆さんと観光PRを行い
ました。９月から10月は忙しかったおつるちゃんでしたが、いつもと変わらず、元気いっぱいにPRを頑張
りました。これから紅葉がとてもきれいになる椎葉村を、もっともっと知ってもらいたいおつるちゃんでした。

朝晩が寒くなってきましたね…。おつるちゃ
んは寒いのがちょっと苦手です…。
でも！この時期、楽しみにしていることが
あるんです♪それは椎葉村の山々が少しず
つ色が変わっていく『紅葉』！
椎葉村は高低差が激しいから長く楽しめ、
いろんな山の顔を見れて本当におもしろい
♪皆さんも見に来てみらんね？

私のフェイスブックページ
『fb.com/otsuruchan.shiiba』もみてね♪

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！32
秋のイベント盛り沢山！の巻

　シカという名がついていますが、ウシ科カモシカ属
に属し、ウシに近い動物です。日本固有種で、本州、
四国、九州の山地に分布し、ブナやミズナラを中心と
した落葉広葉樹林が主要な生息場所となっています。
体は灰色や褐色で、オス・メスともに15cmほどの短
い角を持ち、頭胴長70～85cm、肩高70～75cmほどの
大きさです。主に草本や落葉樹の葉、冬季は冬芽や常
緑樹の葉を食べます。普段は単独で行動してなわばり
を持ち、決まった範囲の中で生活します。繁殖と子育
ての時期には、夫婦や親子など2・3頭の群れをつくり
ます。ニホンカモシカは過去には肉や毛皮が重宝され
る狩猟の対象でした。一次は乱獲により個体数が減少
し、絶滅が心配されました。そのため、1934年に天然
記念物、1955年に特別天然記念物に指定され、手厚く
保護されてきました。しかし、宮崎県を含む九州での
カモシカの生育状況は厳しい状態が続いています。

（九州大学演習林　緒方健人・榎木勉）

ニホンカモシカ
45椎葉の生き物

▲テレビ番組でＰＲ ▲記念式典で稲用副知事と握手▲ＪＡ女性部員の皆さんと記念撮影

参画な
社会をまるい心で広げよう♪

さん かく

女
性
に
対
す
る

　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」期
間
で
す
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、売
買
春
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
人
身
取
引
等
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
が
人
間
ら
し
く
、
支

え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
と

声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

椎葉村国保病院 Information

工
事
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
病
院
２
階（
病
棟
）の
空
調
・

照
明
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

各
部

屋
の
工
事
に
伴
い
、
皆
さ
ん
に
は
部
屋

の
移
動
等
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
。
完
了
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
か
か

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


